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1. 覚醒剤取締法..・ H ・.....・ H ・－－覚醒剤の乱用
2. 大麻取締法..・ H ・.....・ H ・－－…大麻（マリファナ）の乱用
3. 麻薬及び向精神薬取締法…ヘロイン，コカイン， LSD,
精神安定剤などの乱用
4. アヘン法………...・ H ・－－……アヘンの乱用
5. 毒物及び劇物取締法………シンナー， トルエン等の有機
溶剤の乱用






法律 よヶ輸出・ 製造 栽培 譲渡・ 所持 不正輸入 譲受 使用
覚せい剤 A A B B B 
覚せい剤
取締法 覚せい剤原料 B B E E E 
（エフェ ドリンなど）
ヘロイン A A B B B 
その他の麻薬






向精神薬 G G のみ 的のみ
H H 
けし（けしがら） C C D D D 
あへん法
あへん C C D D D 
大麻取締法
大麻 （マ リファナ








B …非営利犯 10 年以下の懲役
営利犯 l年以上の有期懲役
情状により 50 万円以下の罰金を併科
C …非営利犯 l年以上10 年以下の懲役
営利犯 l年以上の有期懲役 情状により 50 万円以下の罰金を併科（あ
へん法は30 万円以下）
D …非営利犯 7年以下の懲役
営利犯 l年以上10 年以下の懲役情状により 30 万円以下の罰金を併
科（あへん法は10 万円以下）
E …非営利犯 7年以下の懲役
営利犯 10 年以下の懲役情状により 30 万円以下の罰金を併科
F …非営利犯 7年以下の懲役
営利犯 10 年以下の懲役情状により 30 万円以下の罰金を併科
G …非営利犯 5年以下の懲役
営利犯 7年以下の懲役情状により 20 万円以下の罰金を併科
H …非営利犯 3 年以下の懲役






l ・ ・｜①摂取，吸入またはそのための所持： 1年以下
毒物及び｜シト｜
｜ ｜ の懲役あるいは 3万円以下の罰金又は併科劇薬 ｜ンル｜
｜キ T lR:D の目的を知ったうえでの販売，授与 ：2年
取締法 17 ム｜

























( * 1) 
＋＋＋ ＋＋ 









( * 3) 
＋ ＋＋ 
＋＋ ＋＋ 
身体 乱用時の主な症状 主な退薬症状 規制依存性
＋ 覚せい，鎮静，食欲 焦燥，不安，不眠， 未成年者喫煙禁止法
減退，満足感 集中困難，食欲充進
＋＋＋ 精神発揚，抑制，運 不眠，抑うつ，振戦， 未成年者飲酒禁止法
動失調，陶酔感 痩筆，せん妄，発熱
＋＋＋＋ 縮瞳，便秘，呼吸抑 流涙，鼻汁，瞳孔散 麻薬及び向精神薬取
制，鎮痛，傾眠，陶 大，曜吐，腹痛，下 締法により麻薬とし
酔感 痢，苦悶，失神 て規制
＋＋＋ 鎮静，睡眠，麻酔， 不眠，抑うつ，振戦， 麻薬及び向精神薬取
運動失調，陶酔感 痘筆，せん妄，発熱 締法により向精神薬
として規制
＋＋ 鎮静，傾眠，多幸感 不安，不眠，抑うつ， 麻薬及び向精神薬取
振戦，痩輩 締法により向精神薬
として規制
なし 精神発揚，運動失調， 不安，不眠，抑うつ， 毒物及び劇物取締法
(* 4) 幻想，多幸感 ときどき振戦
なし 散瞳，発汗，陶酔感， 反跳現象としての傾 麻薬及び向精神薬取
( * 4) 痘筆，幻覚妄想 眠，脱力，抑うつ， 締法により麻薬とし
焦燥 て規制
なし 散瞳，活力増進，陶 反跳現象としての傾 覚せい剤取締法
( * 4) 酔感，幻覚妄想 眠，脱力，抑うつ，
焦燥
なし 感覚変容，幻覚 なし 麻薬及び向精神薬取
締法により麻薬とし
て規制
なし 幻覚，見当識低下， シンナーに類似 大麻取締法
(* 4) 陶酔感，幻覚妄想
注 * 1 ：主として急性耐性（タヒフイラキシー）。 * 2 ：身体依存の形成に伴う増強がある。




年別 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 前年同期比区分 （%） 
検挙人員 15,25 14,65 17,10 19,420 19,72 1. 6 
｜暴力団（人） 6,401 6,329 7,37 7,912 7,817 -1.2 
｜向上比例） 42.0 43.2 43.1 40.7 39.6 it -1. 
押収量（kg) 96.3 31.3 85.1 650.8 171. 9 -73.6 
2 麻薬事犯検挙・押収状況の推移（コカイン事犯）
年別 平成5年 平成6年 平成 7年 平成8年 平成 9年 前年同期比区分 （%） 
検挙人員 16 130 11 78 59 -24. 
｜暴力団（人） 31 21 2 14 2 57.1 
（柳田知司， 190 一部改変）
3 大麻事犯検挙・押収状況の推移
年別 平成5年 平成6年 平成 7年 平成8年 平成9年区分
検挙人員 1,93 2,03 1,481 1,28 1,04 
暴力団（人） 518 420 350 28 293 
同上比（%） 26.8 21. 0 23.6 23.0 26.5 
押収 大麻樹脂 29.6 95.3 125.0 14.5 105.4 









｜向上比（%） 26.7 16.2 
押収量（kg ) 25.7 20. 
19.8 17.9 
36.0 30. 
37 ・3 t1 19.4 




年別 平成 5年 平成 6年 平成 7年 平成8年 平成 9年 前年同期比区分 （%） 
年別 平成 5年 平成 6年 平成 7年 平成8年 平成9年 前年同期比
区分 （%） 
検挙人員 101 72 71 36 4 2.2 検挙人員 12,504 10,564 8,072 6,84 6,018 -12. 
｜暴力団（人） 5 11 4 2 5 150. 
｜向上比（%） 5.0 15.3 5.6 5.6 11. 4 t1 5.8 
少年（人） 9,49 7,437 5,14 4,58 4,210 -7 .4 





総数 I9861 7691 943J 101 I 9soJ s21J 1019J 1435J 643J s12 
内中高叫 371 361 551 日｜ 51 日｜ ml 2351 931 12s 
中－高校生の補導状況
総数 元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 昨ト6月9年1-6 月
中学生 16 9 15 14 17 13 19 21 12 21 
｜内女子 14 9 12 12 16 13 14 14 
高校生 21 27 40 39 38 41 92 214 81 107 
｜内女子 13 18 27 31 2 23 59 131 
中高生全体 37 36 5 53 5 54 11 235 93 128 
｜内女子 27 27 39 43 38 36 73 145 







年 日IJ 件数人員 暴力団女性少年
平成 7年 14 75 27 12 6 9.2 
平成 8年 13 7 25 17 2 11. 74 
増 減 +19 +2 -2 +5 -4 +102. 52 
覚せい剤事犯年次別検挙状況等（過去 5 年間）
年 別 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年
件 数 90 42 83 14 13 
人 員 68 27 68 75 7 
押収量 g 1,283 12.8 2.5 9.2 11. 7 
2 大麻事犯
大麻事犯前年対比表
検挙件数等 総 数 人員の内訳
押収量（ g) 
年別 件数人員 暴力団女性少年
平成 7 年 12 9 1 。 0.65 
平成 8 年 28 1 3 3 2 496.7 
増 減 +16 +2 +2 +2 +2 +496. 09 
3 麻薬等事犯
麻薬等事犯前年対比表
検挙件数等 総 数 人員の内訳
押収量（ g) 
年 g1J 件数人員 暴力団女性少年
平成 7年 4 3 。。。 0.374 
平成 8 年 12 4 。3 。 105 錠




































総 数 日 3 1 21 4 17 
売春（売春防止法） 6 6 
淫行（児童福祉法 1 1 
第34 条 1項 6号）
淫行（刑法第1包条）
みだらな性行為（保
17 10 4 6 4 3 護条例）
不純な性行為（ぐ
2 2 2 
犯送致）
上記以外の不純な







小計 小学生 学生中 校高生 大学生 他のそ
妻女
総 数 54 3 1 21 1 
計 46 28 1 16 1 
遊ぶ金が欲しくて 1 
自 興味（好奇心）から 12 8 2 6 
ら




自暴自棄 1 1 
特定の男が好きで 14 9 4 5 
そ の 他 1 
計 6 3 3 
誘 遊ぶ金が欲しくて 3 
























































1 ) 2) 5) 7) 8) 9) 10) 
徳島県警察本部生活安全部， 198
3) 4) 6) 
財団法人 日本学校保健会薬物乱用防止に関
する指導（高等学校），東京， 197
